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1. はじめに

近年 twitter に代表されるソーシャルメディアの普

及により個人がインターネット上に発信する情報量が

増加してきている。リアルタイム性の高いソーシャル

メディアでの情報は、どこで何が起こっているのかを

迅速に察知するための手掛かりとして利用することが

可能であると考えられる [1]。

本研究では twitterでユーザーが投稿する実況 tweet

を用いてプロサッカーの試合のリアルタイム実況を可

能にするための手法を検討する。ユーザの tweet 投稿

から実況文出力までをリアルタイムで行うことで迅速

に試合での出来事を把握することができる。結果や内

容を把握できるサッカーの試合を対象とし、実際の試

合結果と比較することで実況文についての評価が可能

であり、災害時等の状況把握のために活用するシステ

ムとしての発展を期待することができる。今回は 実況

tweet 取得手法、また取得した tweet の特徴について

考察する。また取得した tweet をどのように処理し、

出力すべきか提案する。

2. 実現手法

本研究では twitter 上でユーザーの投稿する試合関

連 tweet 取得し、プロサッカーの試合のリアルタイム

実況を行うためのシステム作成を目指す。

そのため twitterからサッカー観戦者が試合時間内に

得点や、選手交代などの出来事に関して発言している

tweet をリアルタイムで取得する必要がある。twitter

上では日々、実況 tweetと呼ばれるような投稿が行われ

ている。実況 tweet とは、スポーツの TV 放送や実際

の試合を観覧しながらリアルタイムに試合内容につい

て実況する投稿や内容に関する意見を含む tweet のこ

とである [2]。本研究ではサッカーの試合に関する実況

tweet の取得から出力までをリアルタイムで行い、試

合を通して状況を把握できるシステムを作成を目指す。

twitter上から必要なデータの取得を行うために twit-

ter API を利用する。本研究では　 twitter Streaming

API の status/filter を用いて tweet とタイムスタンプ
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図 1: システム構成

を取得する。この APIの特徴は、様々な条件をつけて、

ストリーミング形式でリアルタイムに tweet の取得が

できるという点である。そのため今回のようなイベン

ト実況システムを構築するのに適した API である。こ

の Streaming API を PHP 上にて実装し、必要なデー

タの取得を行う。実際に実況 tweet を取得するための

いくつかの条件を与えて tweet の取得を行い、必要な

取得条件を検討する。

取得した実況 tweet はテキスト読み上げソフトを用

いることで、音声による出力を可能にする。これによ

り手の離せない状況など、様々なシュチュエーションで

利用されることが期待できる。音声出力を可能にする

ために Open JTalk という日本語のテキスト読み上げ

エンジンを利用する。今回はこれを実装し、実況のリ

アルタイム性への影響について検証し、取得したデー

タに対してどのような処理が必要かを検討する。

本研究で目指す試合観戦者の実況 tweet 取得から音

声出力を行うまでのシステムの一連の流れをについて

図 1 に示す。

3. 実況 tweet の取得条件

試合観戦者の実況 tweet を取得するための条件とし

て与えたものは次の通りである。

1 日本語 tweet のみ取得

2 #チーム名 を含む tweet の取得

3 リプライ、リツイートを排除

4 URL を含む tweet を排除
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図 2: tweet 数の変位

本システムで対象となる tweet は日本語 tweet のみ

となるため 1 の条件をかける。またマッチアップして

いる両チームのハッシュタグが付いている tweet のみ

取得することで試合観戦者の tweet を取得する。リプ

ライには試合に関する情報が乏しいと考え排除する。

また、リツイートは複数同一内容の tweet が取得され

る可能性があるため排除する。URL 付きの tweet につ

いては、広告のような tweet が多いため除外する。こ

れらの条件で取得した tweet はハッシュタグ以下を削

除した形で、テキストファイルに逐次記述されるよう

作成した。

4. 実験

実際に 3 章で述べた条件で J リーグの試合について

tweet の取得実験を行い、得られたデータの特徴につ

いて調査した。8 月 23 日に行われた浦和レッズと川崎

フロンターレの試合を対象とし、前半の時間帯に 100

件、後半の時間帯に 230 件の tweet を取得した。図 2

は対象とした試合 (後半)の時間に取得した tweet 数の

1 分ごとの変位と、試合での出来事の関係を表すグラ

フを示すものである。得点や選手交代など試合中の重

要な出来事が発生してから約 1 分間 tweet 数の上昇が

見られた。実際に得点があった時間帯での出力例を図

3 に示す。このように武藤という選手が得点した事が

把握できる内容となっていた。

また取得した実況 tweet の音声出力についての実験

を行う。2 章で述べた日本語のテキスト読み上げエン

ジン Open JTalk を用いて、取得した実況 tweet をリ

アルタイム性を確保して音声出力できるかどうかにつ

いて検証を行う。音声出力の実験結果については当日

示すものとする。

5. 考察

試合観戦者の実況 tweet の取得を行うための条件を

付けてデータの取得を行った。今回与えた条件で試合

観戦者の実況 tweet を取得することが可能であった。

図 3: 得点時の出力例

今回与えた条件以外にも、不要な記号等を排除して取

得することで必要な情報のみ取得できるようにする必

要がある。取得した tweet についてはそのまま出力す

るだけでその試合での得点や選手交代といった重要な

出来事を捉えることが可能であった。しかし、試合の

出来事について触れられていない tweet や、感情的な

tweet が多数見られた。このような不要と考えられる

tweetを排除して出力するアルゴリズムが必要となって

くると考えられる。今回対象とした試合は比較的注目

度の低い試合であったため、データ量が膨大であった

際、実況 tweet の制御を行う必要性も考えられる。具

体的には重複した内容の tweet を出力させないような

アルゴリズムが必要となる。

音声出力では時間あたりに出力するテキスト量を制

御しなければリアルタイム性が失われてしまうため、

そういった点でも出力するテキスト量の制御が今後必

要と考えられる。

6.まとめ

災害時等の状況把握を行うシステムの作成を念頭に

置いて、サッカーの試合観戦者の 実況 tweet から試合

実況を行うシステムの提案を行った。試合観戦者の実

況 tweet を取得することで、その試合での重要な出来

事を捉えることが可能であった。取得した実況 tweet

はテキスト読み上げエンジンにより音声出力を行うこ

とで様々な場面での利用が期待できる。今後は取得し

た tweet に対してどのような処理が必要となるか検証

し実装することが課題である。
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